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シ
ャ
ン
テ
ィ
』
通
巻
289号

　
2017年

4月
1日
発
行（
1・
4・
7・
10月

の
1日
発
行
）
　
1985年

6月
28日

　
第
三
種
郵
便
物
承
認

 「パイ、カオイダン」（タイ語でカオイダンへ
行きます）が、私がタイで最初に覚えたタイ語
の言葉。1980年7月、タイ・カンボジア国境の
街アランヤプラテート。この街に常駐してカオ
イダン・カンボジア難民キャンプへ「図書館」
を開設するために毎日、リュックサックに絵本
を詰め込みヒッチハイクで通うことから始まり
ました。
　私たちは難民問題の本質は「民族の文化的ア
イデンティティの喪失の危機」と考えていまし
た。命からがら身一つで祖国を逃れて、難民
キャンプに避難する人々がキャンプから持ち出
せるものは、教育によって身に着けた知識と手
に付けた技術。心にしっかりと自らの文化的ア
イデンティティを刻めば、将来祖国に帰還した
時や第三国定住した時の生きる勇気や尊厳と自
立につながると確信していました。
　竹とニッパ椰子でできた難民
キャンプの図書館では、桑の葉
を食べるように無心でカンボジ
ア語の絵本を読んでいました。
衣食住は、人の体を守り、命を
支える。本は心の栄養になる。
難民キャンプでは心の飢えと渇
きがある。文字を知ること、学

難民キャンプから学んだ原点
八木澤克昌　アジア地域ディレクター

ぶことは人間の生きる力と尊厳につながること
を学んだのでした。
　カンボジア難民キャンプの経験は、アフガニ
スタンでの図書館活動にも生きています。銃を
手にしていたムジャヒディン（イスラム戦士）
の司令官は、今では絵本を手にして子どもに読
み聞かせをしています。「銃を捨て子どもに絵
本を」。読み聞かせや絵本の力は、宗教、文化
にかかわらず普遍的な意味があることを証明し
ています。
　難民問題は、シャンティの原点。私たちがかか

わり続けてきたミャンマー難民、
アフガニスタン難民の帰還の一
歩がより進むことが想定される今
年。難民問題は、私たちの生きる
世界の今を映し出す鏡です。難民
の人権と尊厳が守られ、帰還が平
和的に進むことを現場から難民に
寄り添い見守りたいと思います。

巻
末
言

2016年12月10日
設立35周年記念イベント

1983年のカオイダン難民キャンプの図書館

特集

世界の難民たちと日本の私たち 
 −穏やかな暮らしを求めて−
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タ
イ
に
設
立
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
よ
み
が
え
る
日
を
目
指
し
、

１
９
８
１
年
に
開
始
し
た
移
動
図
書
館
活
動
。

こ
れ
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
難
民
支
援
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
時
は
経
ち
、
難
民
支
援
も
36
年
目
と
な
っ
た

い
ま
も
、
世
界
中
に
は
故
郷
を
離
れ
、

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

世
界
情
勢
が
日
々
変
わ
っ
て
い
く
い
ま
、

日
本
に
い
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
度
の
特
集
で
は
、
世
界
の
難
民
情
勢
と

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
難
民
支
援
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3 2
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日
本
の
難
民
受
入
事
情

　
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
難

民
の
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

1
9
8
1
年
に
難
民
条
約
に
加
入

し
た
日
本
は
、
日
本
に
逃
れ
て
来
た

難
民
を
保
護
す
る
責
任
を
負
っ
て
い

ま
す
。

　

2
0
1
6
年
、
世
界
の
79
カ
国
か

ら
逃
れ
て
き
た
1
万
9
1
0
人
が

日
本
で
難
民
申
請
の
手
続
き
を
行

い
、
28
人
が
難
民
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
申
請
者
数
は
過
去
最
高
を
記
録

し
ま
し
た
が
、
認
定
数
は
低
い
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

認
定
さ
れ
た
人
や
、
申
請
中
の
人
を

含
め
る
と
、
約
2
万
人
の
難
民
が
日

本
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
難

民
認
定
は
難
民
を
助
け
る
よ
り
も
、

取
り
締
ま
る
と
い
う
視
点
が
強
い
た

め
に
、
認
定
者
数
が
限
ら
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
認
定
の
た
め

の
制
度
面
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、

難
民
に
対
す
る
日
本
社
会
の
認
知

が
広
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
難
民
け

受
入
れ
の
進
ま
な
い
理
由
と
言
え
ま

す
。

■
難
民
受
け
入
れ
数
ト
ッ
プ
３

１
位 

ト
ル
コ（
2
5
0
万
人
）

２
位 

パ
キ
ス
タ
ン（
1
6
0
万
人
）

３
位 

レ
バ
ノ
ン
（
1
1
0
万
人
）

2
0
1
4
年
に
続
き
2
0
1
5
年
も
、
ト
ル
コ

が
最
も
多
く
の
難
民
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

■
難
民
の
年
齢

51
％
が
18
歳
未
満
の
子
ど
も

こ
の
比
率
は
2
0
1
4
年
、
2
0
1
5
年
と
も

に
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人

1
日
あ
た
り

平
均
３
万
４
０
０
０
人

毎
分
24
人
に
相
当
す
る
人
数
が
国
内
外
で
保
護

を
求
め
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
発
展
途
上
国
で

避
難
生
活
を
送
る
難
民

全
体
の
86
％

後
発
開
発
途
上
国
は
全
体
の
約
26
％
に
あ
た

る
4
2
0
万
人
の
難
民
に
庇
護
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

■
第
三
国
定
住

10
万
7
1
0
0
人
の
う
ち

日
本
は
合
計
31
家
族
1
2
3
人

（
平
成
28
年
ま
で
）

各
国
の
政
府
統
計
に
よ
る
と
、
10
万
7
1
0
0

人
の
第
三
国
定
住
を
許
可
し
て
き
ま
し
た
。

　
で
は
、
安
全
を
求
め
日
本
に
た
ど

り
着
い
た
難
民
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
来
日
直

後
の
多
く
の
難
民
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
。
日
本

で
の
知
り
合
い
も
お
ら
ず
、
言
葉
も

分
か
ら
ず
、
難
民
申
請
に
関
す
る
情

報
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
持
参
し
た

現
金
は
数
日
か
ら
数
週
間
で
底
を
つ

き
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
陥
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
難
民
認
定

申
請
後
、
政
府
か
ら
の
支
援
金
を
受

け
る
た
め
の
審
査
に
は
約
2
〜
3
カ

月
か
か
る
う
え
、
受
給
額
も
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
難
民
申
請
の
結

果
が
出
る
ま
で
に
は
約
3
年
か
か
る

上
、
審
査
結
果
を
待
つ
人
は
1
万
人

を
超
え
て
お
り
、
結
果
取
得
ま
で
長

い
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
日
本
が
よ
り
適
切
に
難
民

を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
制
度
面
と

社
会
の
認
知
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
言
え
ま
す
。

取
材
協
力
、
資
料
提
供

：

難
民
支
援
協
会（JA

R

）ww
w

.refugee.or.jp

デ
ー
タ
出
展
元

：

法
務
省
　w

w
w

.m
oj.go.jp

数
字
で
見
る
世
界
の
難
民

世
界
で
は
い
ま
、

３
秒
に
ひ
と
り
が
、

故
郷
を
離
れ
、

避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

シリア
490万人
30％

その他
730万人
46％

ソマリア
110万人
7％

アフガニスタン
270万人
17％

全難民
1,600万人

■難民の出身国

特 集

世
界
の
難
民
た
ち
と
日
本
の
私
た
ち

−

穏
や
か
な
暮
ら
し
を
求
め
て

−

©Hollandse Hoogte / Warren Richardson

紛
争
や
人
権
侵
害
な
ど
か
ら
命
や
生
活
を
守
る
た
め
、

母
国
を
離
れ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
難
民
」。

難
民
問
題
は
遠
い
地
の
話
で
は
な
く
、

日
本
を
含
む
世
界
全
体
の
問
題
と
言
え
ま
す
。

データ出典元：UNHCR「Global Trends 2015」
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子
ど
も
た
ち
に

笑
顔
が
戻
る
日
を
目
指
し

開
始
し
た
移
動
図
書
館
活
動

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
の
歴
史
は
難

民
支
援
の
歴
史
と
も
い
え
ま
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
前
身
で
あ
る
曹
洞
宗

東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
済
会
議
（
Ｊ
Ｓ

Ｒ
Ｃ
）
が
活
動
を
開
始
し
た
の
は
、

タ
イ
に
設
立
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。
当
時
、
ベ
ト

ナ
ム
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
以
来
、
タ

イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
は
、
生
き

る
た
め
に
祖
国
か
ら
逃
れ
て
き
た
難

民
で
混
乱
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
喜

び
や
悲
し
み
の
感
情
を
顔
に
表
す
こ

と
す
ら
忘
れ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
再
び
笑
い
声
が
よ
み
が
え
る
日

シャンティ難民支援の36年間
タイに設立されたカンボジア難民キャンプでの移動図書館の開設から始まった、
シャンティの歴史。この36年にわたる難民支援活動の軌跡を紹介します。

印刷所と図書館活動を開始。数台の輪転
機で、小学校の教科書を印刷することが
活動の中心でした。

1985年
タイのラオス難民キャンプで
印刷活動を開始

1980年6月に移動図書館活動を開始し、
同年8月に難民キャンプに常設図書館を
設置。ポルポト政権下の焚書政策で消失
してしまったカンボジア語図書の復刻も
行いました。

1980年
タイのカンボジア難民キャンプに
図書館を開設

5つの難民キャンプで、図書
館建設やカレン語・ビルマ語
での絵本出版、図書館員の研
修などの図書館活動を開始し
ました。

2000年
ミャンマー（ビルマ）難民
支援事業を開始

2001年に発生した同時多発
テロ後、アフガニスタンの国
内避難民の家族への食料支
援、パキスタンに逃れた難民
の子どもへの支援を開始。

2001年
アフガニスタンで
食料配布を実施

パキスタンに逃れたアフガニ
スタン難民の帰還がはじまり、
最低気温が氷点下になる冬
を越せるよう、毛布や食料支
援を開始しました。

2016年
アフガニスタン帰還難民の
支援を開始

アフガニスタン

ミャンマー

ラオス

カンボジアタイ

ミャンマー
（ビルマ）
難民キャンプ

特 集 世界の難民たちと日本の私たち

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
難
民
が
未
来

に
向
か
っ
て
生
き
る
た
め
に
は
ど
ん

な
活
動
が
必
要
な
の
か
。
悩
む
日
々

が
続
く
中
、
移
動
図
書
館
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

36
年
間
の
支
援
の
軌
跡

　

そ
の
後
、
常
設
図
書
館
を
開
館

し
、
キ
ャ
ン
プ
閉
鎖
ま
で
運
営
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
の
図
書
館
で
学
ぶ

喜
び
を
体
験
し
た
ネ
ル
さ
ん
は
言

い
ま
す
。「
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら

し
て
い
た
頃
、
図
書
館
に
通
い
ま
し

た
。
毎
日
本
を
読
む
時
が
唯
一
幸
せ

を
実
感
で
き
る
時
で
し
た
。
祖
国
を

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
自
国
の

民
話
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
と
て

も
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
」。
ネ
ル
さ
ん
は
1
9
7
9
年

に
カ
オ
イ
ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
逃

れ
、
キ
ャ
ン
プ
閉
鎖
と
と
も
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
帰
還
し
ま
し
た
。
カ
ン
ボ

ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
経
験
が
現

在
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
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が
、
冬
を
越
す
た
め
の
越
冬
支
援
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

帰
還
難
民
へ
の
支
援
の
状
況

　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）
は
難
民
登
録
さ
れ

た
帰
還
難
民
に
対
し
て
、
現
金
を
支

給
。
国
際
移
住
帰
還
（
I
O
M
）
は
難

民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
帰
還
民
に
現

金
と
食
料
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
資
金
不
足
か
ら
、
帰

還
難
民
の
う
ち
70
％
は
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
見
通
し
で
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
帰
還
難
民
世
帯

シ ャン ティの
主な 支 援 内 容

 「毛布、食料、
調理器具の配布」
2016年12月4日から2017年1月
28日にかけて、ナンガハル州ベ
スッド郡とクズクナル郡の帰還難
民と受入家族960世帯、6,400名
に対し毛布と1カ月分の食料支援
を行いました

支援物資
1世帯あたり食料1カ月分（お米、小麦、
砂糖、食用油、お茶）と毛布6枚を支援
（参考）
内訳：米24キロ、小麦48キロ、砂糖5キロ、食用油16
キロ、茶1キロ

イスラマバード近郊のアフガニスタン難民キャンプにて

フルミナさん家族

上：物資配布の様子
左：物資を受け取りに並ぶ難民たちの列
と、受け取った物資を持ち帰る難民たち

※本事業は、ジャパン・プラットフォーム（JPF）を
通じた外務省資金による助成を受けて実施しま
した

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
の

故
郷
に
還
り
て
一
度
目
の
冬

ナンガハル州アフガニスタン

シャンティ支援地域

特 集 世界の難民たちと日本の私たち

帰
還
難
民
の
越
冬
支
援

　

紛
争
な
ど
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
へ
逃
れ
た
難

民
の
数
は
5
0
0
万
人
を
超
え
ま

す
。
2
0
1
6
年
6
月
か
ら
パ
キ
ス

タ
ン
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
難
民
帰

還
の
動
き
が
進
み
、
2
0
1
7
年
1

月
末
ま
で
に
60
万
人
以
上
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
帰
還
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府

は
帰
還
難
民
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
設

置
を
許
可
し
て
お
ら
ず
、
帰
還
し
た

難
民
は
親
戚
や
知
人
の
家
に
身
を

寄
せ
る
か
、
家
畜
小
屋
な
ど
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
寄
り
の
な

い
難
民
は
空
き
地
に
不
法
に
小
屋
を

建
て
、
劣
悪
な
環
境
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
最
も
多
く
の
帰
還
難
民
を
受

け
入
れ
て
い
る
ナ
ン
ガ
ハ
ル
州
は
、

12
月
か
ら
3
月
の
冬
季
の
間
、
最
低

気
温
が
1
度
と
な
る
寒
冷
期
を
迎

え
ま
す
。
着
の
身
着
の
ま
ま
の
難
民

を
特
定
し
、
支
援
対
象
世
帯
リ

ス
ト
を
作
成
す
る
調
査
な
ら
び

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
難
民
帰

還
省
、
国
連
、
N
G
O
と
調
整
を

行
っ
た
上
で
、
支
援
を
受
け
て
い

な
い
9
0
0
世
帯
お
よ
び
脆
弱
層

を
抱
え
る
ホ
ス
ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
60

世
帯
の
計
9
6
0
世
帯
に
対
し
て

物
資
と
食
料
を
配
布
し
ま
し
た
。

帰
還
し
た

難
民
の
厳
し
い
生
活
状
況

　

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
帰
還
し
た
フ

ル
ミ
ナ
さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
夫
は
数
年
前
に
失
踪
し
、
4
人

の
娘
を
1
人
で
育
て
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
帰
還
し
た
今

は
親
戚
の
敷
地
に
あ
る
家
畜
小
屋

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
小
屋
は
清

潔
で
す
が
、
食
料
や
暖
房
器
具
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
い

つ
も
お
腹
を
す
か
せ
て
い
ま
す
。

国
境
を
越
え
る
時
も
、
誰
か
ら
の

支
援
も
な
く
、
今
後
の
生
活
が
不

安
で
す
」
。

パキスタン
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
に
よ
る

帰
還
準
備
支
援

　

1
9
8
4
年
に
タ
イ
・
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
境
に
公
式
に
難
民
キ
ャ
ン
プ

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
33
年
が
経
ち
ま

し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
の
戦
闘

の
激
化
に
伴
い
、
多
く
の
難
民
が
国

境
を
渡
っ
て
タ
イ
へ
逃
れ
、
一
時
は

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
人
口
が
15
万
人
以

上
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
が
、
第
三

国
定
住
な
ど
が
進
み
、
現
在
は
、
約

10
万
人
が
滞
留
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
10
月
、
タ
イ
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
両
政
府
の
合
意
の
下
で
の
初

め
て
の
難
民
帰
還
が
あ
り
、
ヌ
ポ
難

民
キ
ャ
ン
プ
と
タ
ム
ヒ
ン
難
民
キ
ャ

ン
プ
か
ら
20
世
帯
、
71
人
が
国
際
機

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民 

30
年
ぶ
り
の
祖
国
へ

始
ま
っ
た
帰
還
へ
の
支
援

デジタル情報検索サービス
国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の協力
のもと、2014 年にコミュニティ図書館にパソコ
ンを設置しました。タイ・ミャンマー国境に関わ
る情報を見ることができます。

ミャンマー国内で図書を購入
大人の利用者向けに、毎月、新聞、雑誌、一般教養
書、小説などの図書を購入して、各図書館に配架
しています。種類も豊富で、ニーズに合った情報が
手に入ると大変好評です。

帰 還 に向けた
新 たな 取り組 み

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの歴史

1949年　ミャンマー内の少数民族の反政
府勢力と軍事政権とによる対立
が始まる

1975年　戦闘や人権侵害を逃れて人々が
タイ側へ流出

1984年　正式にタイ・ミャンマー国境に難
民キャンプが設立

1916年　タムヒン、ヌポの２キャンプより
71人の難民が帰国

特 集 世界の難民たちと日本の私たち

タイ・ミャンマー国境の難民キャンプと
シャンティの図書館の数

▲メラウキャンプ 4館
▲メラマルアンキャンプ 4館

▲メラキャンプ 6館

▲ウンピアムキャンプ 3館

▲ヌポキャンプ 1館

▲バンドンヤンキャンプ 1館

▲タムヒンキャンプ 2館

ヤンゴン

メーソット

バンコク

ミャンマー

タイ

写真はキャンプホールでの帰還に関する説明会の様子

関
の
支
援
を
受
け
て
祖
国
へ
帰
り

ま
し
た
。
主
な
帰
還
先
は
カ
レ
ン
州

に
な
り
ま
し
た
が
、
ヤ
ン
ゴ
ン
、
バ

ゴ
ー
地
方
域
、
そ
の
他
の
州
へ
帰
還

し
た
人
々
も
い
ま
し
た
。
2
0
1
7

年
の
は
じ
め
に
も
、
数
十
世
帯
の
帰

還
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
帰
還
の
動
き
が
出
て

き
て
い
ま
す
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
内

で
は
ま
だ
帰
還
を
希
望
す
る
人
々
は

少
な
い
状
況
で
す
。
安
全
や
土
地
の

確
保
、
身
分
証
明
書
の
取
得
、
生
計

手
段
や
医
療
、
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
難
民
が
尊
厳
を
も
っ
て
帰

還
で
き
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
時
間
が

か
か
る
見
込
み
で
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
で
は
、
2
0
0
0
年

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
事
業
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
近

年
は
図
書
館
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

で
あ
る
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
力

を
入
れ
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
委
員
会

や
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）
と
協
力
し
な
が
ら
、

図
書
や
パ
ソ
コ
ン
、
掲
示
板
を
通
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
本
国
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
や
帰
還
に
関
わ
る
情
報

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
制
限
が
多

い
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館
は
住
民
に
と
っ
て
貴

重
な
情
報
収
集
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
情
報
提
供
は
、
非
識
字
者
、
障

が
い
を
持
っ
た
人
々
、
主
要
言
語
が

カ
レ
ン
語
で
は
な
い
少
数
民
族
に
も

配
慮
し
、
図
書
館
員
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
や
複
数
言
語
に
よ
る
情
報
の
紹
介

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
還
に
対
す
る
住
民
の
不
安
は

尽
き
ま
せ
ん
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図

書
館
か
ら
の
情
報
提
供
を
通
し
て
、

少
し
で
も
不
安
を
和
ら
げ
、
将
来
の

帰
還
に
向
け
た
準
備
の
一
助
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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3. 学校に通う子どもの人数  （カレン系キャンプのみ）6. 人気の職業訓練コース
　 ベスト3

1位  料理
2位  裁縫
3位  コンピューター
参考）ADRAより聞き取り

参考）Produced by Karen Refugee 
Committee Education Entity(KRCEE)- 
December, 2016-2017, “2016-2017 
Academic Student/Teacher Statistics 
In 7 Karen Refugee Camps”

2. 全人口と年代別分布
   （カレニー系キャンプ含む）

参考）UNHCR　Thailand Border Operation, Information Management Unit “RTG/MOI-UNHCR 
Verified Refugee Population”  31st Dec 2016

（登録難民50,411人・被登録難民52,196人）

1. 難民キャンプの民族の割合
   （カレニー系キャンプ含む）

月間利用者数：
3万5,324人

1図書館あたりの
月間利用者数：
1,682人

参考）SVA月間利用者記録より

4. 図書館の月間利用者数
   （2016年平均）

0-4歳
14.3％

60歳以上
4.8％

5-11歳
18.1％

12-17歳
14.7％

18-59歳
48.1％

全人口
102,607人

5. 配給される食料
   （メラウ難民キャンプの場合）

0.5～5歳
未満

5～17歳 18歳
以上

6kg

11kg
9kg

その他 2％モン族 1％
ビルマ族 4％
カレニー族 
10％

カレン族 83％

全人口
102,607人

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプの1日
 難民キャンプの施設を紹介！

起 床
朝起きて、シャワーを浴
び、歯磨きをして、学校に
行く身支度をします。

学 校
この学校は1年生から
6年生までの約300人
が通い、13人の先生
が教えています。

配給所
難民キャンプには配給
を行う配給所がありま
す。ここで、必要な食
料（米・油・魚のペース
ト・豆など）をもらいま
す。

水 道
水道は、人が多く住む
ところに設置され、み
んなで共有して使って
います。洗濯する人も
いれば、家に持ち帰っ
て生活用水として使っ
ている人もいます。

朝 食
ごはんに木の実、卵を混
ぜたものにときどき野菜
が付いてきます。

登 校
学校は歩いて5分。ノー
トや鉛筆、水筒を持って
行きます。

授業スタート
この日は、授業の前に先
生が手遊び歌をしてくれ
ました。

図書館へ
放課後、親友と図書館
に遊びに行きました。普
段から、図書館や家で
も一緒に借りた本を読
んでいます。

放課後
友達と大きな石に登っ
て遊ぶこともあります。
高いところからお兄ちゃ
んがサッカーをして遊
ぶのをよく見ています。

放課後
図書館では、お手伝い
もしています。図書館が
いつもきれいだと気持
ちいいからです。

夕食・お風呂

就 寝
夜は早く寝ます。まだ外が
明るいうちに、食事や明日
の準備を済ませて、家族で
一緒に寝床につきます。

また明日！
おやすみなさい

1日のはじまり !

普段着ている服装
学校は、白いシャツと緑
か青、紺色のスカートで
す。週に1度はカレンドレ
スを着て行きます。普段
は、ワンピースを着るこ
とが多いです。

特 集 世界の難民たちと日本の私たち

数字で見る
難民キャンプ

キャンプ内には図書館や学校、職業訓練学校をはじめ、様々な施設があり、
子どもから大人まであらゆる民族の人々が暮らしています。

難民キャンプに暮らすポー・ポー・エちゃんの1日から、難民キャンプの日常をのぞいてみましょう。

プロフィール

年　　齢：6歳（小学1年生）
家族構成：両親、兄2人
　　　　 （12歳と14歳）
民　　族：カレン

よく親友のポー・ヘ・ブルー・ソエと
一緒に遊んでいます。第1小学校の1
年生で、好きな教科はカレン語。学
校図書館が整備され、学校や図書
館で本に触れる機会も増えています。
休み時間や放課後は、友達とかくれ
んぼをして遊ぶのが好き。

ポー・ポー・エちゃんの
ある1日に密着

メラ 

1万588人

ウンピアム 

3,503人

ヌポ 

3,581人

メラウ

4,145人

メラマルアン 

4,689人

タムヒン 

1,699人

ドンヤン

1,083人

※キャンプによって差があります

（米の量）

5：30

6：00

7：20

7：45

14：45

15：30

17：30

20：30



ピン・ゾン・アン  10歳　民族：ビルマ族

家族構成：両親、兄2人、姉1人（キャンプにいない）、甥・姪
各１人（姉の子）
●これまでのこと：難民キャンプに来たの
は、僕が2歳か3歳の時だと聞いています。
小さかったので当時の記憶はありません。
●これからのこと：将来、先生になって、英
語を教えたいです。海外の人たちと英語で
会話をする先生を見て、かっこいいなと思っ
たからです。もし英語が話せたら、海外で役
に立つし、外国の方とコミュニケーションが
取れるようになりたいです。

僕の好きなものは、図書館にある『11ぴきの
ねこ ふくろのなか』（こぐま社）という絵本です。
面白くて、つい音読したくなります。好きな場
所は、学校です。友達と会えますし、先生が
僕たちに勉強を教えてくれます。

1415

難 民 キャン プの
ミャンマー（ビルマ）

難民キャンプには多くの民族とあらゆる年代の
人々が暮らしています。それぞれの暮らしと
未来への想いについて、お話をうかがいました。

一般図書を読むのが好きです。なぜなら、継続的に広く知識やアイディア
を得られるからです。世界中で何が起きているのかを知ること、そして読
書に夢中になっている間は、楽しい気持ちで満たされています。

ソー・タ・ジン　15歳　民族：ムスリム　家族構成：兄1人、妹１人、両親

●これまでのこと：ミャンマーでは、食料が十分でなく、学
校に行けず、十分な医療も受けられず健康状態も良くな
かったことから移動を決意しました。
●これからのこと：将来、困っている人たちを助けられる医
者になりたいです。今はミャンマーに帰りたくないです。な
ぜならより良い安定した、そして発展した暮らしをしたいと
思っているので、少なくとも、学校に行くことができる環境、
安全で安定した生活ができる環境に身を置きたいからです。

わたしの
お気に入り

特 集 世界の難民たちと日本の私たち

こんにちは！

アッサラームアライコム

エス・ガイ  32歳　民族：カレン族  家族構成：両親、妻、子

●これまでのこと：ミャンマーでは、通える学校が
なく、学校で教育を受けたいと思い、2006年に
丸2日間歩き続け、キャンプにたどり着きました。
●これからのこと：難民キャンプが閉鎖されれば、
私はミャンマーに帰るでしょう。将来は、今勉強し
ているプログラミングを使った仕事がしたいです。
きっとコミュニティの役に立てると思っています。

事務所で、プログラミン
グの勉強をするのが好
きです。コンピューター
が使えることは、他の組
織やNGOの人たちと仕
事をするときに、有利だ
と考えています。わたしの

お気に入り

こんにちは！

ハラゲー

わたしの
お気に入り

ア・ルワ   24歳　民族：ムスリム（ビルマ族）

●これまでのこと：両親がミャンマーで迫害にあ
い避難したワッカ難民キャンプ内で生まれました。
1999年以降にキャンプの統合が起こり、ウンピアム
難民キャンプに移りました。
●これからについて：将来は、第三国定住をしたい
と思っています。どの国に行きたいかは、決まってい
ませんが、好きな芸術や歌、芝居を勉強したいと思
っています。

ときどき図書館に行きま
す。主人公が逆境を乗り
越えて鬱から立ち直る話
を本で読んで、救いは必
ずあると信じるようにし
ています。

わたしの
お気に入り

人のために何かをすることが好
きで、最近は、なんらかの理由で
教育の機会に恵まれない子ど
もたちのために本を借り、彼ら
の学習を促進しています。また
私自身、本が好きで3日に一度
は図書館に足を運んでいます。

フ・サ・ム・ナー 57歳　民族：カレン族 家族構成：夫、養子3人

●これまでのこと：当時のミャンマーでの暮らし
は厳しく、母親の具合が悪くなってしまったことを
きっかけに、2001年に移動してきました。
●これからのこと：難民キャンプが閉鎖になれば、
私はミャンマーに帰るしかありません。現在の国
政が、どうなっているのか、わずかな情報では判
断しにくく、様子をうかがいたいと思います。子ど
もたちへの良い教育や安全が国内で確保される
のであれば、帰還も見えてくるでしょう。

わたしの
お気に入り

こんにちは！

ハラゲー

こんにちは！

ミンガ―ラーバー、
アッサラーム

こんにちは！

ミンガ―ラーバー



お
母
さ
ん
の
愛

ナ
ヴ
ィ
ド
は
お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
行
儀
の
悪
い
子
ど
も
で
し
た
。

ナ
ヴ
ィ
ド
は
、
ま
だ
飛
べ
な
い
ひ
な
鳥
を

見
つ
け
て
、
空
に
向
か
っ
て
放
り
投
げ
ま
し

た
。
ナ
ヴ
ィ
ド
が
ひ
な
鳥
を
投
げ
た
瞬
間
に

お
母
さ
ん
鳥
が
ひ
な
鳥
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。

1

ナ
ヴ
ィ
ド
の
お
母
さ
ん
は
、
い
た
ず
ら
ば

か
り
す
る
息
子
を
叱
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
ナ
ヴ
ィ
ド
は
「
や
り
た
い
よ
う
に
や

ら
せ
て
よ
」
と
反
抗
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
ナ

ヴ
ィ
ド
の
性
格
が
直
る
よ
う
お
母
さ
ん
は

ア
ッ
ラ
ー
の
神
に
お
祈
り
し
ま
し
た
。

2

そ
の
帰
り
道
、
ナ
ヴ
ィ
ド
は
道
に
捨
て
ら
れ

て
い
た
バ
ナ
ナ
の
皮
で
滑
っ
て
転
ん
で
し
ま

い
、
手
を
ケ
ガ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

4

「
お
母
さ
ん
！
」
と
泣
き
叫
び
な
が
ら
家
に

帰
る
と
、
お
母
さ
ん
は
驚
い
て
す
ぐ
に
病
院

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
ナ

ヴ
ィ
ド
は「
お
母
さ
ん
は
僕
を
こ
ん
な
に
愛
し

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
」と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

5

ナ
ヴ
ィ
ド
は
お
母
さ
ん
の
手
に
キ
ス
を
し
な

が
ら
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
や
っ
と
お
母
さ
ん

の
愛
が
分
か
っ
た
よ
」
と
、
言
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
「
あ
な
た
の
将
来
の
た
め
に
勉

強
し
な
さ
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
ナ
ヴ
ィ
ド

は
勉
強
を
始
め
て
、
ク
ラ
ス
で
一
番
の
成
績

を
取
り
ま
し
た
。

6 ナ
ヴ
ィ
ド
は
あ
る
日
、
木
に
鳥
の
巣
を
見

つ
け
ま
し
た
。
巣
に
は
、
2
匹
の
ひ
な
が
い

て
、
お
母
さ
ん
鳥
が
口
移
し
で
エ
サ
を
食

べ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
た
ナ

ヴ
ィ
ド
は
、
小
さ
い
頃
お
母
さ
ん
が
口
も
と

ま
で
食
べ
物
を
運
ん
で
く
れ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

3

17 16

世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

2
0
1
6
年

出
版
絵
本

18



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
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カ
レ
ン
族
に
と
っ
て
、
カ
レ
ン
新
年
は

家
族
や
親
戚
、
地
域
の
人
と
集
い
、
平

和
を
祈
り
、
民
族
の
繁
栄
を
願
う
大
切

な
日
で
す
。
カ
レ
ン
新
年
は
太
陰
太
陽

暦
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
た
め
、
西
暦
上

固
定
さ
れ
ず
、
毎
年
日
付
が
異
な
り
ま

す
。
新
年
の
朝
、
白
の
カ
レ
ン
ワ
ン
ピ
ー

ス
や
赤
の
サ
ロ
ン
な
ど
伝
統
衣
装
を
身

に
着
け
、
民
族
旗
を
手
に
式
典
に
参
加

し
ま
す
。
式
典
で
は
、
年
長
者
か
ら
先
人

が
守
っ
て
き
た
文
化
や
歴
史
を
伝
え
る

ス
ピ
ー
チ
、
健
康
や
平
和
を
願
う
祈
り

が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。
カ
レ
ン
の
伝
統
楽

器
が
奏
で
ら
れ
、
伝
統
舞
踊
の
ド
ン
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
伝
統
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
式
典
が
終

わ
る
と
家
族
や
親
戚
が
伝
統
的
な
食

べ
物
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
一
緒
に
食

事
を
取
り
な
が
ら
新
し
い
1
年

を
祝
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー

カ
レ
ン
新
年

わ
た
し
た
ち
の

伝統的な楽器を披露（トウモロコシを使って作られたもの）

カレン民族のドンダンス カレンの民謡と太鼓のパフォーマンス

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From

Afghanistan
アフガニスタン

2003年より開始した、学校建設
と図書館活動を中心としたアフガ
ニスタンでの教育支援事業。現在
は難民への支援も始まり、さまざ
まな形の支援を行っています。

From

BRC
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

2016年、タイとミャンマー両政
府合意の下で初めて71人の難
民が帰還しました。それに伴い、
支援内容も日々変化を見せてい
ます。

©Saw Mort/Karen News
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From

Afghanistan
アフガニスタン

遠
隔
で
の
支
援
の
た
め

現
地
職
員
の
能
力
強
化
が
必
要

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
２
０
０
1

年
よ
り
国
内
避
難
民
へ
の
食
料
支
援

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

治
安
悪
化
に
伴
い
2
0
0
7
年
に
日

本
人
ス
タ
ッ
フ
は
国
外
へ
退
去
。
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
ス
タ
ッ

フ
が
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
元
々
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
で
広
報
や
国
際
理
解
教
育
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
現

場
に
近
い
仕
事
を
し
た
く
、
シ
ャ
ン

テ
ィ
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
担
当
し
て
８
年
に
な

り
ま
す
が
、
遠
隔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
校
舎
建
設
や
図
書
館
事
業
に

防
災
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、

地
震
が
多
発
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
防

災
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
避
難
方
法
を
教
え
る
た
め

の
紙
芝
居
を
制
作
す
る
な
ど
、
普
及

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

15 年以上続く教育支援に追加し、帰還難民への
援助が始まったアフガニスタンの現在の動きを
紹介します。

教
育
状
況
は
非
常
に
悪
く

教
育
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
高
い

　

学
校
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
は

ま
だ
ま
だ
多
く
、
学
校
の
校
舎
も
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
現
在
の

事
業
を
対
象
地
域
を
変
え
て
継
続
し
、

図
書
館
事
業
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
で
す
。
最
近
で
は
複
数
の
教

育
N
G
O
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
図
書
館

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

他
団
体
と
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

アフガニスタン

インド

PROFILE
シャンティでアフガニスタン
を担当して８年。日本ユネス
コ協会連盟勤務後、1994年
シャンティに入職。海外事業
課長、ミャンマー（ビルマ）
難民事業事務所長、企画調
査室長、事務局次長を経て
現職に至る。

Hot Topics

アフガニスタン事務所長
三宅 隆史 みやけ たかふみ

❶学校図書室	
アフガニスタンでは図書室がある学
校は全体の約10％しかなく、子ども
向けの本も少ないため、子どもたちが
本を読める機会がなかなかありませ
ん。シャンティは学校図書室の設置
支援も行っており、今年は10校で図
書室の設置を予定しています。

❷子ども図書館で防災訓練	
ジャララバードの子ども図書館では、
防災ゲーム、いわゆる防災訓練を
行っています。

❸防災紙芝居	
防災意識を高めるため、紙芝居を活
用した防災教育を開始します。紙芝
居を使って読み聞かせできるよう、教
員向けの研修を行います。

❹防災紙芝居の試作品を日本で披露
2016年に来日したヌルハッサンが
ジャパン・プラットフォーム主催の
研修で防災紙芝居の試作品
を披露しました。

❸

❶

❹

❷
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From

BRC
ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

図
書
館
の
力
を
実
感

　

２
０
０
０
年
に
難
民
キ
ャ
ン
プ
事

業
を
開
始
し
、
17
年
目
。
現
在
タ
イ

と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
に
あ
る
7
つ

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
21
図
書
館
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
図
書
の
貸
し

出
し
や
読
み
聞
か
せ
は
も
ち
ろ
ん
、

情
勢
変
化
や
帰
還
促
進
の
動
き
を
受

け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
政
治
動

向
や
帰
還
候
補
地
に
関
す
る
情
報
提

供
を
オ
フ
ラ
イ
ン
パ
ソ
コ
ン
や
掲
示

板
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
と
尊
厳
の
下
、
こ
の
地
を

去
る
こ
と
が
で
き
る
日
ま
で

　

私
は
、
大
学
４
年
の
時
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
難
民
支
援
に
携
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
事
業
に
か
か
わ
っ
て
間

も
な
い
で
す
が
、
図
書
や
図
書
館
が

い
か
に
人
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
か
、
日
々
身
を
も
っ
て
感
じ
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
図
書
館
か
ら
離
れ
た

両政府合意の下での初めての難民帰還が
開始された、現地の様子をお届けします！

タイ

ミャンマー（ビルマ）難民事業事務所
インターン

浅木 麻梨耶 あさぎ まりや

PROFILE
大学院在学中の24歳。ミャン
マー（ビルマ）難民キャンプ
事務所のインターンに応募し、
2016年5月から現地での活動
を開始。大学院では、ボラン
ティアの経験から「遊び（体験）
を通した学習」について研究中。

❶帰還支援を行う施設を新設中
2016年 8月、各難民キャンプに自
主的帰還センターの設置が発表さ
れました。今後、この施設が帰還に
関する相談窓口となり、国連難民
高等弁務官事務所（UNHCR）や
NGOから帰還候補地の情報や、出
発前の危機管理講座などが提供さ
れます。

❷食料配給システムが変更 
2016年7月以降、タムヒン難民キャ
ンプとヌポ難民キャンプで食料用ク
レジットカードを使った配給システム
が試験的に導入されました。各家庭
にカードが配布され、指定のお店で
米や油などを購入できる仕組みです。

❸難民子ども文化祭を開催 
2016年11月、8回目となる難民
子ども文化祭を行いました。8民
族から約160人の子どもたちが参
加し、各民族によるパフォーマン
スには3,000人を超える観
衆が集まりました。

❹増加する自殺件数	
難民キャンプ内での自殺が増加しています。規
模の大きいメラ難民キャンプでは、1年に14件
の自殺が確認されました（2015年）。特に若い
世代を中心に、劇的に変化している難民キャン
プ外への恐れがストレスとなっているようです。
支援団体は、病院でのカウンセリングをはじめ、
悩みを抱え込まないよう呼び掛けています。

❸

❶

❹

地
区
へ
も
移
動
図
書
箱
を
配
布
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
協
力
し
て
よ
り
多
く
の
住
人
の

読
書
機
会
を
確
保
し
よ
う
と
尽
力
し

て
い
ま
す
。

　

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
人
々
が
、
安
全

と
尊
厳
の
下
、
こ
の
地
を
去
る
こ
と

が
で
き
る
ま
で
、
彼
ら
に
寄
り
添
う

と
い
う
方
針
の
も
と
、
住
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
住

人
や
帰
還
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
を
模
索
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

❷

難民キャンプ

メーソット

Hot Topics



国境：モエイ川
タイ・ミャンマー友好橋を
利用して、人や物が行き来
します。

中古自転車の仲買
中古自転車の流通業で有
名な地域。中古自転車の
多くが日本からの輸入品
です。

世界の現場から
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仕
事
も
育
児
も
両
立
中
の

働
く
マ
マ
の
一
日
を
拝
見
！

　

私
は
以
前
、
カ
レ
ン
系
の
団
体
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
4
年

か
ら
図
書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
き
始
め
ま

し
た
。
現
在
は
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
レ
ポ
ー
ト
の
と
り

ま
と
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
を

行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
、
家
族
と

出
か
け
た
り
教
会
に
行
く
こ
と
が
多

く
、
最
近
は
歩
き
始
め
た
娘
の
成
長

か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
、
タ
イ
・
カ
レ
ン
の
人
々

は
よ
く
食
べ
よ
く
笑
う
、
人
懐
っ
こ

い
性
格
で
す
。
訪
問
客
を
大
量
の
料

理
で
も
て
な
す
の
が
「
タ
イ
・
カ
レ
ン

文
化
」
な
の
で
す
が
、
友
人
は
も
ち
ろ

ん
、
会
っ
て
間
も
な
い
方
で
も
、
家
を

訪
ね
る
と
「
ご
は
ん
食
べ
た
？
」
と

声
を
か
け
ま
す
。
ま
た
家
族
や
親
戚

の
絆
が
強
く
、
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

て
も
、
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
す
ぐ
に
大

家
族
の
よ
う
に
受
け
入
れ
合
い
ま
す
。

From BRC／ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ

現地スタッフの1日

図書館コーディネーター

プリーダラット・
タマタサナディー
 （エッソ）さんの
一日に密着

タイ・メーソットの現地スタッフの日々の
暮らしぶりや業務について紹介します。

PROFILE
カレン族の現地スタッフ。2004
年に入職。UNHCRで働く夫と1
歳の娘の三人で暮らしています。

6：00  起床
7時に娘が起きるまでに、身
支度や朝ごはんの支度、掃
除を終わらせます。

22：00  就寝
家族と一緒に寝ています。
娘が小さいので夜中に起き
なければならないこともあり
ます。

18：30  夕食
この日の夕食は、カノムチン
	（タイ風そうめん）です。よく
事務所のスタッフを招いて一
緒に食事をしています。

20：00  家族団欒
子どもと遊んだり、一緒に本
を読んだり、テレビを見たり
して過ごします。

8：00  朝食
娘の入浴や朝ごはんの後で
朝食。フィッシュペーストや
スープ、ごはんを食べます。

8：30  出勤
出勤し、朝のミーティングに
参加後、車で図書館へ向か
います。

Thailand
タイ

BR
Cの
事務
所っ
て

こん
なと
ころ

事務所の中を
のぞき見！

10：30 
図書館で会議

活動の振り返りや今後
の方針について話し合
います。

15：30
図書館員へヒアリング
図書館員とコミュニケー
ションを取るようにしてい
ます。

17：30  自由時間
家に帰ったら、夕食の準備。
最近は、歩き始めた娘と少し
散歩に出たりもします。

事務所があるメーソットは、
ミャンマーとの国境から東
に約2キロに位置する都市
です。

事務所は、難民キャンプ担当デスク、出版・
教材担当デスク、総務部に分かれています。

業務
開始

13：30技術研修会
図書館や遠方での読
書推進活動で活用で
きるようなレクリエー
ションを学びます。

教材担当デスク：読み聞かせに
使うエプロンや紙芝居、ビンゴ
ゲーム等の教材を作成していま
す。

キャンプ担当デスク：各難民
キャンプ担当者が、利用者の記
録を整理したり図書館内での
研修会の準備をしています。

本棚：図書館に配架する絵本
をカレン語・ビルマ語・日本
語・タイ語に分けて保管してい
ます。

メインルーム：多い時には月
に1000冊を超える本が届き配架
の準備を行います。

メーソット

バンコク

総務部

ミーティングルーム

Close Up

★
★
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教育センターでの学習の様子 こどもクラブ新宿での活動

小林さん識字デーイベントでの講演

　
2
0
0
4
年
、
外
国
ル
ー
ツ
の
女

子
中
学
生
が
外
国
籍
の
3
歳
の
子

を
マ
ン
シ
ョ
ン
の
踊
り
場
か
ら
突
き

落
と
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
女

子
中
学
生
は
日
本
と
母
親
の
母
国
を

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
い
ず
れ
の

国
に
も
居
場
所
が
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
ご
縁
が
あ

り
、
新
宿
区
の
大
久
保
小
学
校
で
外

国
人
の
た
め
の
親
子
日
本
語
教
室
を

開
始
し
ま
し
た
。
教
室
に
通
う
親
子

か
ら
、
あ
る
男
の
子
の
こ
と
を
相
談

さ
れ
ま
し
た
。
両
親
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
で
、
本
人
も
日
本
語
が
で
き
ず
、

学
校
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
な
い
か

ら
見
て
ほ
し
い
と
。
こ
の
子
の
学
習

支
援
を
行
う
う
ち
に
活
動
が
口
コ

ミ
で
広
が
り
「
う
ち
の
子
も
見
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
が
増
え
、
外
国

ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援

を
行
う
教
室
を
正
式
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
2
0
0
7
年
か
ら
は
新
宿
区
と
の

協
働
事
業
と
し
て
「
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

新
宿
」
と
名
前
を
変
え
、
外
国
ル
ー

ツ
の
子
ど
も
の
日
本
語
と
学
習
支
援

長
年
、
新
宿
区
を
拠
点
に
子
ど
も
と
子
育

て
支
援
、
外
国
ル
ー
ツ
の
家
庭
支
援
や
外

国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
を
行
っ
て

い
る
「
N
P
O
法
人
み
ん
な
の
お
う
ち
」
の

小
林
普
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
小

林
さ
ん
は
、
第
三
国
定
住
政
策
で
来
日
し

た
タ
イ
国
境
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
用
品
支
援

や
教
育
相
談
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
と
は
、
毎
年
新
宿
区
立
大
久
保

図
書
館
が
主
宰
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
わ
く
わ
く

森
の
キ
ャ
ン
プ
」
で
協
働
し
て
い
る
ほ
か
、

2
0
1
6
年
の
国
際
識
字
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
の

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
講
演
頂
き
ま

し
た
。

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
、
認
知

度
が
低
く
、
生
徒
も
少
な
い
た
め
、

新
宿
区
の
担
当
者
と
区
内
の
小
中
学

校
を
回
り
活
動
説
明
を
行
い
ま
し
た

が
「
学
校
で
も
で
き
な
い
よ
う
な
学

習
支
援
を
個
人
で
で
き
る
わ
け
は

な
い
」
と
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
、
教
室
で
は
毎
週
火
・
木
・
土

曜
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
、
新

宿
区
内
の
小
中
学
校
に
通
う
約
30
名

の
子
ど
も
の
勉
強
を
60
名
の
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
で
見
て
い
ま
す
。

教
室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
母
親
は

全
員
が
外
国
ル
ー
ツ
で
、
多
く
が
生

活
保
護
を
受
け
、
複
数
の
場
所
で
仕

事
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
親

も
日
本
語
が
不
十
分
で
、
学
校
か
ら

の
お
便
り
に
書
か
れ
た
内
容
が
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

社
会
科
見
学
で
子
ど
も
に
何
を
持
た

せ
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
お
母
さ
ん

に「
水
筒
」「
お
て
ふ
き
」「
お
弁
当
」に

つ
い
て
電
話
で
説
明
す
る
こ
と
も
。

　
難
民
の
家
族
と
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
新
宿
区
が
主
催
す
る

第
三
国
定
住
政
策
で
来
日
し
た
難
民

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
地
域
説
明
会

に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
就
学
児
童
を
含
む
難
民
家
族
が

来
日
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る

中
、
教
育
支
援
の
体
制
が
決
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
に
唖
然
と
し
た
そ
う
で

す
。
教
室
の
運
営
経
験
を
持
つ
小
林

さ
ん
が
教
育
相
談
に
関
わ
る
よ
う
に

な
る
の
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

 

「
子
ど
も
た
ち
は
学
校
の
勉
強
を
通

し
て
、
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
た
め
に
は
、

知
識
と
経
験
が
必
要
で
す
。
日
本
語

を
教
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日

本
で
生
き
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の

で
、
時
に
は
厳
し
い
こ
と
も
言
い
ま

す
。
難
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
国

際
交
流
で
は
な
く
、
一
緒
に
地
域
を

作
る
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
る
意
識

を
持
つ
こ
と
が
、
多
文
化
社
会
を
築

く
上
で
最
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
。（

聞
き
手：

広
報
課
課
長
鈴
木
晶
子
）

小こ

林ば
や
し

普ひ
ろ

子こ

N
P
O
法
人
み
ん
な
の
お
う
ち
理
事
／
副
代
表
。
N
P
O
法
人

「
10
代
・
20
代
妊
娠
S
O
S
新
宿

—

キ
ッ
ズ
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

理
事
／
副
代
表
、
N
P
O
法
人
「
子
育
て
施
設
ゆ
っ
た
り
〜
の
」

監
事
、
新
宿
区
大
久
保
地
区
協
議
会
委
員
、
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も

の
学
習
教
室
「
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
新
宿
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。



シ
ャ

ン
テ
ィ国
際ボ
ラン
ティ
ア会が

、アジアや日本で活動した歴史を振り返ります。

30

●入職
嘉味田 倫慧 支援者リレーションズ課　
   営業担当（契約職員）
    （11月1日付）
西田 喜美代 ネパール事務所
   事業調整員（契約職員）
    （2月1日付）

●退職
藤川 和美  事業サポート課（正職員）
    （1月31日付）

人事のお知らせ
　2月2日、東京事務所からダンボール258箱分の絵本を運び出
しました。運び出しには、ご協力いただいている企業、団体、個
人の方々にもご参加いただきました。絵本は3月から5月にかけて
船便や航空便で各活動地に運ばれ、図書館や学校などで子ども
たちが自由に読めるようになります。2016年度に集まった絵本
は18,091冊で、2017年度は18,280冊を目標にしています。今年
も皆さまのお申し込みを心よりお待ち
しております。
※インターネットからお申し込みいただけます。

 絵本を届ける運動  で検索

2016年度の絵本が日本を旅立ちました

　1月2日、丹羽耕健師（享年71歳 泉龍寺／静岡県伊
豆市）が、2月24日、名誉会長の松永然道師（享年82
歳 宗徳院／静岡県清水市）が御遷化されました。お二
人は、シャンティの前身、曹洞宗東南アジア難民救済会議（JSRC）の頃よりカンボジア難民キャンプへ身を投
じ、苦難の中にある人々に常に寄り添い、希望を与え続けた先達です。
丹羽師は、地域の子どもや人 と々ともに Think Globally, Act Locally を実践し続け、最後までその生き方を
貫かれました。松永名誉会長は、故・有馬実成師と共に二人三脚で活動地の取り組みを支え、会の基盤整備に
奔走されました。時に厳しく、後人たちの試行錯誤に対して常に確かな光を照らしていただいたお二人に感謝
の念を捧げたいと思います。在りし日のお姿を想い、スタッフ一同心からご冥福をお祈りいたします。

事務局長　関 尚士

松永名誉会長、丹羽耕健師　ご逝去
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シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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2007年から約10年間「シャンティ」のデザイン・装丁
を担当してくださった矢萩多聞様に代わり、今回の
ニュースレターは株式会社文化工房に制作・編集を
依頼させていただきました。これまで長きに渡り、
共に「シャンティ」を育ててくださった矢萩様に、こ
の場を借りて感謝申し上げます。新しいデザインの
「シャンティ」もどうぞよろしくお願いします。

　　　　　　（召田 安宏）

Shanti
hiStory

Since 1981

−活動開始の原点−

曹洞宗ボランティア会の設立当時の様子
（左手前が八木澤アジア地域ディレクター）

カオイダン難民キャンプ常設図書館

35
年
前
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
の
支
援
活
動
を
開
始
し
て

以
来
、
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
支
援
や
緊
急
救
援
活
動
を

行
う
シ
ャ
ン
テ
ィ
。
今
回
は
そ
の

１
９
８
１
年
、
活
動
開
始
の
原
点

に
戻
り
ま
す
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
支
援
す
る

た
め
、
１
９
８
０
年
に
期
間
限
定

で
設
立
さ
れ
た
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ

ア
難
民
救
済
会
議
（
以
下
Ｊ
Ｓ
Ｒ

Ｃ
）。
曹
洞
宗
宗
務
庁
内
に
仕
切
ら

れ
た
２
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
Ｊ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
本
部
と
な
っ
て
お
り
、

通
称
「
難
民
部
屋
」
と
呼
ば
れ

た
。
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
は
期
間
限

定
で
あ
り
、
終
わ
り
あ
る
も
の
。

そ
れ
を
意
識
し
た
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
再
び

 「
難
民
部
屋
」に
集
ま
り
始
め
る
。

 

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
こ
の
ま
ま
眠
ら
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
も
っ
と

我
々
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

だ
ー
ー
ー
」。
そ
の
強
い
意
思
の
も

と
、
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

（
現

：

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
）
は
１
９
８
１
年
の
10

月
に
設
立
さ
れ
た
。
タ
イ
で
の
図

書
館
活
動
や
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
在
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

へ
向
け
た
交
流
会
活
動
等
の
実
施

を
掲
げ
、
活
動
は
ス
タ
ー
ト
さ
れ

た
。
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
「
絵

本
を
届
け
る
運
動
」
は
、
こ
の
と

き
「
本
一
冊
運
動
」
と
銘
打
ち
開

始
さ
れ
て
い
る
。
募
金
活
動
を
し

な
が
ら
の
動
き
と
い
う
こ
と
、
ま

た
、
き
ち
ん
と
事
務
所
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
も
相
ま
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
こ
と
に
も
ど
か
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
も
、
一
歩
一
歩
の

前
進
が
重
要
と
考
え
、
地
道
な
活

動
を
重
ね
て
い
た
。

前列中央が松永師、右が丹羽師


